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◆新年の挨拶  会長 市川 勝茂 
 

令和５年という新しい年を

迎え、謹んで新春のご挨拶を

申し上げます。 

昨年を振り返ると、長期化

する新型コロナウイルス感染

症の影響により、多くの中小

企業・小規模事業者の皆様が

厳しい経営状況に直面された一年だったのでは

ないかと思います。こうした中でも、事業者の皆

様におかれましては、事業を継続し、雇用を守り、

地域社会を支えていただいていることに、改めて

敬意を表します。 

新型コロナの影響が続く中、国では、事業継続

を下支えするため、事業復活支援金、事業再構築

補助金、ものづくり補助金、事業者の資金繰り対

策など、近年にない加速度での施策展開が行われ、

私達中小企業診断士も深く関わることとなりま

した。 

その上で、国が今成し遂げるべき課題として挙

げたのは、ポストコロナの経済社会システムに向

けた「転換」であり、その「転換」を進めるため

のカギは、「成長」と「分配」の好循環の実現と

しています。 

世界に目を向けると、カーボンニュートラルに

向けたグリーン投資の拡大や、情報の利活用・デ

ジタル化の急激な進展、ドローンや自動運転など

の将来技術の拡大など、コロナを一つのきっかけ

に、成長の実現に向けた大転換が進んでいます。

この大きな流れに、山梨だけが乗り遅れるわけに

はいきません。 

グリーンやデジタルなど新分野への展開や生

産性向上につながる取組に果敢にチャレンジす

る中小企業の皆様を、事業再構築補助金、生産性

革命推進事業などの諸施策活用でご支援いたし

ます。 

さらに、経営者の高齢化が進む中、多くの中小

企業の皆様が、事業を次の世代に引き継いでいく

事業承継や、M＆Aによる事業拡大など、企業戦

略として大きな「転換」が必要な場面に直面する

こともあろうかと思います。昨年、国と協会本部

が連携し、「中小 PMI」を推進することとなり、

ガイドラインなども策定されました。これからも、

中小企業の皆様の事業承継、M＆Aを後押しして

まいります。 

加えて、中小企業自身の「転換」を後押しする

ため、事業者に寄り添い、対話と傾聴を重ねるこ

とで、事業者の経営課題設定を助け、解決に導く

「課題設定型伴走支援」を日本全国に展開してい

くこととなっており、参画して参ります。 

当協会は 2022 年には 6 名の新入会員を迎え、

57 名の組織となりました。会員一同より一層知

見を深め、中小企業の皆様を後押しできるよう、

研鑽して参ります。 

本年が、皆様にとって実りある、飛躍の年とな

るよう心より祈念し、新年のご挨拶とさせていた

だきます。 

  

しんだん山梨 
一般社団法人 山梨県中小企業診断士協会 

No.42 

令和五年冬号 
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◆副会長挨拶 副会長 斉藤 竜 
～資質向上の場、いずれマッチングの場に～ 

昨年12月 7日 安野理事に

ご尽力いただき、Zoomミーテ

ィングを利用したミニセミナ

ー「webマーケティング入門」

を実施しました。講師には都

留市のカメラタイム有限会社 

渡辺正宗社長に登壇いただき、

1時間の充実したセミナーでした。ミニセミナー

実施の狙いは「会員の支援能力向上」と「県内の

専門家との連携のきっかけ作り」です。そういっ

た訳で、引き続きミニセミナーを実施していきま

す。 

ついては、登壇いただく「県内の専門家」は会

員も含めてお願いしたいと考えています。私たち

中小企業診断士の多くがそれぞれの得意分野を

持っていると思いますが、このコロナ禍に突入し

て早 3年、懇親の場もほぼなくなり、お互いがど

んな得意分野を持っているのか知る機会を失っ

てしまいました。是非お互いの得意分野を知り

「餅は餅屋」で連携していただきたいのです。 

私は民間企業で長く営業に携わってきました

が、自社の強みがハマる顧客では良い営業ができ

ましたし、良い顧客貢献ができました。対してハ

マらない顧客では苦しい営業になりますし、良い

貢献もできません。コンサルティングも似たとこ

ろがあります。様々な得意分野を持った診断士や

各方面の専門家が、ハマる分野で支援した方が効

果は大きい筈です。幅を広げる活動も重要ではあ

りますが、まだ出会えていないリードはたくさん

います。自分の得意分野で活躍した方が貢献度は

大きく、成果も早い。 

それには何が必要か。マッチングの場です。 

 

 

 

◆副会長挨拶 副会長 仲西 哲志 
～グリーン・デジタル成長分野の伴走支援を加

速する 1年～ 

2022年12月2日に令和

４年度第２次補正予算が成

立され、事業再構築補助金

は 5,800 億円、ものづくり

補助金等の生産性革命推進

事業には 2,000 億円が計上

されました。補正予算案の

事業概要からは「ポストコロナの持続的成長に

向けたグリーン投資やデジタル投資の推進」と

いう中小企業支援方針が一層、色濃いものにな

っていることが伺えます。具体的には、事業再

構築補助金はグリーン成長枠がエントリーク

ラスとスタンダードクラスに細分化されます。

ものづくり補助金においては、従来のグリーン

枠を「スタンダード」としたうえで、「エント

リー」と「アドバンス」が追加されます。ＩＴ

導入補助金では、クラウド利用料の補助対象期

間が最大２年まで伸張され、昨年に続きＰＣや

タブレットの購入費も補助対象となります。 

グリーン・デジタル成長分野を考えるにあた

り、共通して求められることは「新たな顧客価

値の提供とビジネスプロセスの変革」です。そ

して、その手段の１つにＩＴツール利活用があ

ります。 

しかしながら、ビジネスプロセス変革の“あ

りたい姿が描けない”、“進め方が分からない”

と悩む中小企業経営層も少なくありません。そ

して、ＩＴツールの導入自体が目的に置き換わ

った取り組みを見かけることもあります。 

新たな成長分野への経営ビジョンと事業計

画の策定こそ、中小企業診断士が活躍できる領

域です。令和５年度は、各種セミナー開催や研

究会活動の活性化を通じて協会会員のスキル

アップを図り、鮮明なビジョンの下でグリー

ン・デジタル成長分野への伴走支援を加速する

１年としていきたいと思います。 
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◆理論政策更新研修報告 
安野 克己 

場所：甲府市河田町アリア マイスターホール 

研修テーマ： 

①新しい中小企業政策について 

②中小企業支援者のための事業承継対策 

第 1 部の新しい中小企業政策について、やまな

し産業支援機構より、山梨県の中小企業施策につい

て具体的なお話がありました。 

県内のものづくり企業の強みや山梨県の製造業

の特徴、先端技術を用いた水素・燃料電池の研究開

発拠点についての説明などを受けました。 

特に甲州ワインを世界に向けて発信し輸出するプ

ロジェクトの（KOSHU OF JAPAN）への取組のお

話に興味を惹かれる方が多かったようです。 

やまなし産業支援機構の実施する IoT 等活用支

援事業については、DXや IoT等を活用することで

の生産性向上効果についてのお話もあり、今後の

DX・IoT普及への期待が見込まれています。 

IoT等活用支援事業は今後、ものづくりなどの製造

業だけでなく農業への活用も期待されています。 

第 2 部は事業承継対策についての研修でした。

中小企業支援者のための事業承継対策では、M&A

についての専門的なお話を聞くことができました。 

今やM&Aは大企業だけのお話ではなく、中小企業

や小規模事業者のM&Aも盛んに行われており、事

業承継とともに M&A についてのニーズも増えて

いることを実感しました。 

一方、様々な課題もあり、中小企業経営者の中に

は、M＆Aに関する知見を有しておらず、長年経営

してきた自社を第三者に「売る」ことを躊躇する者

も存在しているようです。中小企業における M＆

Aが円滑に促進されるためには、中小企業診断士や

金融機関など M&A の専門家が適切に支援を実施

することが重要と言われています。 

更に事業承継に於けるM&A の成立は 「スター

トライン」に過ぎず、 その後の統合作業 (PMI) を

適切に行うことが重要と言われています。PMI

（Post Merger Integration）とは、M&Aによって

引き継いだ事業の継続・成長に向けた統合やすり合

わせ等の取組を適切に行い、M&Aの目的を実現さ

せ、統合の効果を最大化するために必要なもの、と

定義されています。 

 しかし､中小企業においてはPMIの重要性理解が

不足しており、 PMIに関する支援機関も不足して

いる状況にあります。 

事業の継続・成長に向けた統合という中小企業診断

士が得意とする部分を活かして支援する、“事業承

継の専門家”が求められているそうです。 

今後は事業承継の相談も増えることが予測され

ます。第三者承継を含めた M&A の提案、PMI の

支援ができるような知識の必要性を実感しました。 
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◆「中小企業診断士の日」 
オンラインイベントの開催 

浅利 栄文 

中小企業診断士協会（47 都道府県）では、毎年

11 月 4 日を「中小企業診断士の日」と定め、会員

間の交流や対外PR等を目的として、各種イベント

を開催しております。当協会では、例年ホテル談露

館にて、交流会及び講演会を開催しておりますが、

コロナ禍の現状を踏まえ、昨年度に引き続き 11月

10 日にオンライン方式によるイベント開催として

実施いたしました（会員10名参加）。 

 オンラインイベントでは、毎年旬な話題を取り上

げていますが、今年は「SDGs18個目の自分のゴー

ルを創る」という独創的なテーマとして、当協会の

市川勝茂会長のご挨拶の後、講師である当協会中村

昌幸理事からの、 

①SDGsについて素直に思っていること 

②SDGs 達成度ランキングで指摘された課題があ

るとされる指標について、あなたが知っていること 

③SDGs達成度ランキング2022に見る世界の達成

状況について何を思う？そしてどうしたいと願

う？ 

④SDGsを活用した社会課題解決に向けて18個目

のＭｙゴールを設定するなら？（自分に課す規律・

行動・姿勢） 

の 4 つの問いかけについて、ブレイクアウトルー

ムでの会員同士の対話により議論を深めることが

でき、また気付きを得る機会となりました。 

 対面による交流を深めることこそできませんで

したが、我々中小企業診断士として、サスティナブ

ル経営の中心的価値をなす SDGs について知識を

深める機会となり、中小企業の持続可能性向上に貢

献することを山梨県から発信する機会になったこ

とは価値があるイベントでありました。 

 

◆来年度の中小企業支援の展望 
大輪 駿文 

2022 年 12 月 2 日、令和 4 年度第 2 次補正予算

が成立し、来年度の経済産業省の事業概要が公表さ

れました。 

①エネルギー価格高騰への対応と安定供給確保 

②継続的な賃上げを促進するための中小企業等の

支援 

③円安を活かした経済構造の強靭化 

④新しい資本主義の加速 

⑤東京電力福島第一原発の廃炉や福島の復興/防

災・減災、国土強靱化の推進 

の 5 つが経済産業省関係の重点項目として掲げら

れており、価格高騰対策やDX推進、グリーン社会

実現に向けた支援施策が打ち出されています。 

中小企業・小規模事業者等関連では資金繰り支援

2,981億円、事業再構築補助金5,800億円、生産性

革命推進事業 4,000 億円など、計 1 兆 1,190 億円

の予算が組まれています。中小企業支援の制度設計

に着目すると、「賃上げ」「インボイス対応」がキー

ワードとして強く打ち出されており、経済活性化に

向けて省庁が中小企業に対応を求めていると感じ

られます。 

制度が大きく見直された事業再構築補助金では、

成長枠（旧通常枠）にこれまではなかった給与支給

総額年率 2.0%引上げが必須要件となりました。ま

た、大幅な賃上げ（給与支給総額年率6.0%引上げ）

に取り組むことで補助率が1/2から2/3に引き上げ

られるというインセンティブが追加されています。 

ものづくり補助金では従来の給与支給総額年率

1.5%引上げ要件に加え、大幅な賃上げ（給与支給総

額年率 6.0%引上げ）に取り組む事業者は補助上限

額が最大 1,000 万円上乗せされる措置も追加され
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ました。 

持続化補助金、事業承継・引継ぎ補助金において

も一定の賃上げ要件を満たすことで補助上限額が

引き上げられる制度設計となっており、経済産業省

が補助金を通じて賃上げに本気で取り組もうとす

る姿勢が感じられます。 

また、来年度の税制改正の大きなテーマとして注

目されているのは 2023 年 10 月から始まる「イン

ボイス制度」です。2022年12月16日、令和5年

度税制大綱が公表され、インボイス制度の方針の全

容が明示されました。一定の小規模事業者は消費税

納税額を売上税額の 2 割に軽減する 3 年間の負担

軽減措置が設けられています。また、少額の取引は

帳簿の保存のみで仕入税額控除の適用を認める事

務負担軽減措置も 6 年間適用される見通しです。

当初打ち出された方針からは大きく負担軽減され

た内容になっていますが、該当事業者の負担は増加

するため、省庁としてもインセンティブを設けてイ

ンボイス登録を促しています。 

持続化補助金ではインボイス制度に対応するた

めに適格請求書発行事業者に登録する事業者には、

補助上限額一律50万円を引き上げるインボイス枠

が来年度も継続される見込みです。また、IT 導入

補助金ではインボイス制度への対応を見据えた「デ

ジタル化基盤導入枠」が来年度も引き続き注目を集

めることが予想されます。 

 賃上げ、インボイス対応は中小企業経営に大きな

負担となる施策ですが、この潮流は変わることがな

いと予想されます。コロナウィルスや原油高・物価

高、急激な為替変動により産業構造が目まぐるしく

変化している中で、中小企業には大きな社会的責任

が課されています。中小企業がこの荒波を乗り越え

て飛躍するために、我々中小企業診断士にはより事

業者の実態に寄り添った支援を求められています。

そのために省庁の支援事業をよく分析して事業者

に最適な支援の提案をしていきたいと考えていま

す。 

◆事業承継研究会の紹介 
事業承継研究会代表 下地 貴之 

～第三者承継への関わり方～ 

前号にて、中小企業庁と一般社団法人中小企業診

断協会の連携についてと題し、PMIの重要性につい

て報告致しました。 

そのような折、本年度の山梨県中小企業診断士協

会にて開催された理論政策更新研修のテーマが「第

三者承継」に決定し発表の機会を頂きましたので、

当方からは山梨県事業承継・引継ぎ支援センターの

立場として、第三者承継の概要と PMI の重要性に

ついて説明を致しました。 

事業承継は一般に、親族内承継、親族外承継（従

業員）、親族外承継（第三者）に分類されますが、

第三者承継はさらに経営者の外部招聘と M&A に分

けることができます。厳密には外部招聘も個人での

M&Aと言えるので、まとめて M&Aと捉えることがで

きるでしょう。 

第三者承継でも中小企業診断士活躍の場は多々

存在することは前号でも触れましたが、実際に県内

で経験のある中手企業診断士の数は少ないのでは

ないかと思います。そこで、研修では中小企業診断

士関わりの機会として、気づきの提供、事業の磨き

上げ、企業概要書作成、事業 DD、PMI等について概

要説明を行ないました。 

その後のパネルディスカッションでは、現場の対

応や実際に M&A を経験された経営者様の話にも触

れることができ、参加された皆様には診断士として

活躍の仕方や求められている像の生の声が伝わっ

たのではないでしょうか。 

経営者の紡ぐ思いを大切にしながら、今後の支援

に取り組んで頂ければと思います。 

 

研究会情報 

研究会スケジュール：現在休止中 

会員数：12名（2022/11末現在） 

連絡先：shimoji@keieidesign.jp 
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◆食と農研究会の紹介 
食と農研究会代表 池田 哲郎 

コロナウィルス感染症拡大に伴い、多くの

「食と農」に従事する事業者が影響を受けてい

ます。足元では忘年会などで飲食店利用が増加

するなど回復しつつありますが、それでもコロ

ナ以前ほどには戻っていないのが現状です。特

に、全国一位の事業者数を誇る山梨県のワイナ

リーでは、消費者の飲食店の利用減少に伴い、

販売数量が落ち込んでいる事業者が数多く存在

します。 

一方、このような外部環境の変化は、企業が

ビジネスモデルを変革する契機ともなります。

多くの企業がコロナ禍で苦境に陥る中でも、直

接販売を増やすなど柔軟に変化に対応している

ワイナリーも存在します。 

2023年の食と農研究会では、この厳しい外部

環境の中でいかに経営の舵取りを行うべきなの

か、また診断士としてどのように支援をしてい

くべきかを探るため、「ウィズコロナ・アフター

コロナにおけるワイナリーのビジネスモデル研

究」をメインテーマとして活動を行います。当

面は2023年 2月から4月にワイナリーを 2件

訪問し、経営者からのヒアリング、試飲などを

行う予定です（日程調整中）。 

現在の研究会メンバーは14名であり、独

立・企業内診断士から企業経営者、公的機関に

所属する者まで幅広く在籍しており、実際にワ

イナリーの立ち上げや販売・マーケティングに

従事しているメンバーも在籍しています。また

人的ネットワーク構築も目的の一つであり、今

期は直接交流できる機会を設けたいと考えてい

ます。ご興味のある方はお気軽にご連絡くださ

い。 

研究会情報 

研究会スケジュール：現在不定期 

開催場所：山梨県立図書館交流ルーム 

連絡先：ikeda@giraffe-c.com 

◆観光研究会の紹介 
観光研究会代表 岩崎 真朗 

山梨県が令和3年6月に発表した｢令和３年山梨

県観光入込客統計調査結果｣によりますと､令和３

年 1 月～12 月の山梨県の観光入込客数(全体)は

1,837 万 8 千人 (対前年比＋8.8%)､日帰り客数

1327 万１千人 (対前年比＋4.9%)､宿泊客数 510 

万 8千人 (対前年比＋20.8%)､観光消費額2,690億

円(対前年比△3.1%)となり､新型コロナウィルス感

染症の影響がやや弱り、通称「県民割」による後押

しもあり、客数は前年プラスとなりましたが、一人

当たりの平均観光消費額は二けたマイナスとなり

経済効果はやや弱めとなりました。 

直近の状況としましては、令和 4 年度 9 月時点

の県内延べ宿泊者数（累積）は通称「全国割」の後

押しもあり5,117万6千人（対前年同期比164.7%）

と大幅に伸長しました。外国人延べ宿泊者数も徐々

に増加しており、23,680人（対前年同期比 118.8%）

となっておりコロナ以前には届かないものの、徐々

に復調しつつある状態です。 

そのような中､観光研究会は､第 1 回を 11 月 16

日に開催し、今年度の取組について話し合いました。 

今年度は、前年度に連携を深めることとなったや

まなし観光推進機構様との情報交換会、東京ビッグ

サイトで開催される「国際ホテル・レストランショ

ー」の視察、市川会長が勧めるDMOの取組に関す

る情報共有など、研究活動を軸に進めて行く方向と

なりました。 

並行して、やまなし観光推進機構様との取り組み

で専門家派遣や展示会への出店などにも対応して

参ります。 

 

研究会情報 

研究会スケジュール：現在不定期 

開催場所：当面は原則オンライン 

連絡先：madmax19681128@gmail.com 
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◆SDGs 研究会の紹介 
SDGs研究会代表 藤原 一正 

SDGsは国連で定められた目標であり、各国

で合意された国際的な方向性を示したもので

す。長年私が企画して山梨県内の学生をアメリ

カに研修旅行に連れていく事業を行っておりま

すが、2019年の冬にはニューヨークの国連本部

へ学生 3人を連れて行ってまいりました。友人

の国連本部職員に御願いし、国連内部を案内し

ていただきましたが、その時もSDGsについて

の取り組みについて詳しく解説してもらったこ

とを思い出します。その時にはSDGsの策定の

経緯や各国での取り組みを紹介していただきま

したが、最近日本での展開との違いに少し驚き

も感じています。日本においてのSDGsの広ま

り方はメディアや広告業界においての企業の広

報活動のツールの一つとして広まってきている

ような印象を受けております。今後学校教育で

も取り入れられるとのことですが、国際社会の

理解に資する形での浸透に期待したいと思いま

す。 

本年度の活動として、公益財団法人キープ協

会の鳥屋尾様に御講演いただき、SDGsについ

て最新の知見を共有いただきました。また、公

益財団法人キープ協会が実施している山梨県地

球温暖化防止活動推進センター事業において中

村理事にお忙しい中ご寄稿いただきました。中

村理事には本年度の診断士の日イベントでも

SDGsを取り上げていただき、参加者のSDGs

の理解が進んだのではないかと思います。 

今後も引き続きSDGsをテーマに議論を深め

ていきたいと思いますので新たな参加者の随時

ご参加をお待ち申しております。完全オンライ

ンZOOMで行っておりますのでこれまで遠方

で研究会に参加できなかった方も是非御参加く

ださい。 

 

連絡先 藤原一正 edelstein@r.sannet.ne.jp 

◆創業研究会の紹介 
創業研究会代表 中村 昌幸 

 山梨県中小企業診断士協会では、毎年 5 月に甲

府商工会議所で開催される創業セミナーへ講師派

遣を担わせて頂いており、担当内容はセミナー企画

及び講師登壇となります。創業研究会では毎年の創

業セミナー開催に向けた各種カリュキュラムの研

鑽を行う組織として、他団体の創業セミナーの事例

研究や、創業支援取組みについての勉強会などを行

って参りました。 

 2021 年度以降は、コロナ禍での創業セミナー開

催という条件となったことから、これを研修フォー

マットの改変を行う機会と捉え、新しいスタイルで

の開催を実施させて頂きました。具体的には受講者

同士のネットワークづくりと、創業計画書づくりを

融合させるため、ワークショップ形式を取り入れた

ライブ感のある研修を提供いたしました。具体的に

は講義形式と対話形式の2つのスペースを用意し、

学んだ知識を自得する演習と、対話による学びの広

がりを取り入れるプログラム構成とし、お互いの情

報交換も行える形式を採用しました。これらの効果

もあり受講者満足度の高いセミナーをお届けする

ことが出来る結果となったと考えております。 

 当研究会では、創業セミナーでの講師派遣への協

力を活動の軸としつつ、さらに活動の幅を拡げてゆ

きたいと考えております。スタートアップ支援への

取り組みは、資金調達から顧客開拓までのプロセス

で様々な支援が考えられます。例えば、創業計画書

を作成する前段階での起業の芽を育てるためのご

支援への取り組み、創業時の重要な課題となる販路

開拓に役立つネットワーク構築へのご支援への取

り組み、それに関連してビジネスマッチングイベン

トのご支援への取り組みなどが考えられます。新し

い取り組みにご参加頂ける会員の皆様のご参加を

お待ちしております。 

 

中村昌幸 ma-nakamura@ra2.so-net.ne.jp 
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◆新入会員紹介 村岡会員 
 

本年 12 月に山梨県中小企業

診断士協会に入会させていただ

きました、村岡隆志と申します。 

すでに、神奈川県中小企業診

断協会に入会しており重複して

の入会となります。 

今年の春に東洋大学の養成課

程を修了し、中小企業診断士登録は 5 月に行いま

した。 

大学卒業後、ネットワークエンジニアとして4年、

上場企業の持ち株会社、学校法人、IPOを目指すベ

ンチャーなど合計 5社で15年、情報システム部門

で社内SEとして社内の ITに関わる全ての事をや

ってきました。 

2021 年 1 月に IT 系のフリーランスとして独立

し、中小企業の情報システム部門の業務の受託や

IT関係の支援を行っています。 

IT といってもたくさんの領域に分かれますが、

私の専門分野はインフラでサーバ・ネットワーク、

セキュリティ、ユーザー管理といった領域を中心に

業務を行ってきました。 

IT インフラは企業にとって直接お金を生み出す

領域では無いため、IT 専任の社員がいない中小企

業では手が回らない事も多いですが、企業が ITを

活用していくうえで、無視できる領域ではありませ

ん。 

診断士で ITの支援を行っている方はたくさんい

らっしゃいますが、インフラ領域を専門としている

診断士は少ないと思いますので、今後はこの強みを

活かして山梨県内の中小企業の支援を行っていき

たいと考えています。 

 

 

◆新入会員紹介 荊木会員 
 

12 月に山梨県中小企業診断士

協会に入会させていただきまし

た 䓶木 正史（いばらき まさふ

み）と申します。よろしくお願い

申し上げます。 

私は精密機械メーカーに36年

勤務し、生産工程の自動化・ITC

化、米国工場の技術担当駐在、東アジア工場の設立、

事業企画など経て、ここ数年は山梨県内で生産会社

の経営を担当いたしました。勤務先において、技術

面では、５Ｓ・見える化による生産現場力強化、生

産工程や間接業務の自動化とＩＣＴ化、製造原価低

減などを行ってまいりました。経営面では、中期事

業計画の策定、サプライ・チェーン全体の在庫最適

化、人事制度の改革、危機管理などに携わっており

ます。 

これまでは企業内診断士でしたが、年明けから独

立診断士として本格的な活動を開始いたします。専

門分野として、製造業・サービス業の皆様に、ＴＰ

Ｍ・ＩＥ・自動化を活用した現場起点の経営改善、

ＤＸ・ＩＣＴによる業務改革と市場開拓、事業革新

計画策定・補助金申請の支援を行ってまいります。 

感染症による行動変容、原油・原材料価格の高騰、

労働力の不足など、企業を取り巻く環境は厳しさを

増しており、経営課題をお持ちの事業者様が多くお

られると認識しております。このような中で、私は

経営者の皆様とともにともに悩みながら着実な前

進をお手伝いできる診断士として、県内の中小企

業・小規模事業者様のお役に立てるように努めてま

いります。なにとぞ、ご指導ご鞭撻のほどよろしく

お願いいたします。 
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